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第 1第の結核性肺病巣内に焚けるカル シュ-

ム塩の分布状態の成績及び第 2第の家兎の実験

的肺結核症の経過を追って,カル シュ-ム塩の

沈着に関する種 々の因子を検討 した成績 より,

結核性肺病巣内の燐酸 カル シューム の 燐 酸 基

紘,その殆ん どが核酸に由来すると考 えられ る

に到った｡然 らば この燐酸基は,核酸の分解に

伴 い,檀ちにカルシュムイオ ンと結合するか否

か,叉直ちに反応せず,遊離の燐酸基が溶解性

又は不溶解性の形で存在 しているか否か等に就

いては未だ不明な点が多い｡

Klotz17)によれば,カルシュ-ムほ鹸化物そ

の他の中間物質 として,血中か ら沈着すると報

告 して いるが, これに反対 して Wells and

Long14) は結核性肺病巣に於いて,カル シュー

ム塩が沈着す る前段階に於いては,血中にある

ものと全 く同一の形で存在すると報 告 し て い

る｡

著者は本第に於いて核酸に由来する燐酸基が
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遊離叉はそれに近い形で存在するか否かを確認

する為に,人の新鮮 な切除結核肺に気管枝動脈

より10%の塩化 カル シュームを注入して検討を

試みた ｡

この実験によって得 られた知見を,更に究明

する目的でシュープを起 して間のない切除結核

肺を用いて,燐酸基並びにカル シュームの各種

染色方法により組織化学的検討を試みた｡

叉,第 1篇及び第 2篇の成績か ら,結核性肺

病巣のカルシューム塩の沈着が-且 沈 着 し た

後,再び溶解することな く安定 して存在する為

には,透過性の低い被膜によって被包化 され る

ことが必要であると考 えられる｡

併し,結核性肺病巣の被包化の問題を透過性

に焦点を置いて検討 している研究は 甚 だ 少 な

く,寺桧の外部構造に関する研究33)が,この点に

就いて報告 しているのみであるので, この問題

の検討に当ってほ,寺松の外部構造を中心 とし

て検討を試みた｡

即ち,本第に於ける検討 は,病巣内の燐酸基
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がカルシュームと結合する前段階に於ける状態

を知 ると共に,これがカルシュ-ムと結合し存

続する為の諸因子を明らかならしめんとして企

てたのである｡

第 1章 結核性肺病巣内に放ける溶解

性の燐酸基の検討

第 1節 実験材料並びに実験方法

人の新鮮な切除結核肺を用い,これを触診し

て病巣を確かめた後,略々中央部にて割面を入

れて二分し,直ちに10.%塩化カルシューム溶液

(溶解後 1日静置)を気管枝動脈から注入した

ものを,カルシューム注入側とし,Serra固定

液で固定,水洗,脱水,パラフィンにて包埋,

3-6βの連続切片を作成した後,H.E.染色,

Ⅴ.Gieson染色, pH3.0-4.0 トルイジンブ

ルーによるメククロマジア染色,ア リザ リンS

染色,Kossa氏硝酸銀法, 岡本氏モ リブデン

酸法,岡本氏硝酸銀法を施行した｡対照側は切

除後直ちに Serra固定液で固定 し,前述 と同

様に包埋,連続切片を作成し上記の染色を施行

した｡

検討対象 として,10例にこの方 法 を施 行 し

て,その中2例に極めて興味ある所見を認め,

残 りの8例は対照例 と被験例にその差を認めな

かった為,この8例に就いての説明 は 省 略 す

る｡

第 2節 実験成耕

Ⅴ.Gieson染色に於いて,乾酪巣を取 り囲ん

で腰原線維層が認められ,乾酪壊死巣はピク リ

ン酸をとり,この部分に酸フクシ-/をとる部分

は見当らない｡

第 7図は H.E.染色による所見で,被包乾酪

巣に周囲より参出性細胞が集団をな し て浸 潤

し,病巣の内部に於いて,鯵EB性細胞の核崩壊

部が認められる｡即ち,軟化融解せんとしてい

る処の病巣である｡

カルシューム注入側のカルシェ～ム染色法の

所見は極めて特異的で,乾酪壊死巣の内部にカ

ルシュ-ム塩が奇妙な形をなして認められる｡

即ち,第 8図はア リザ リンS染色によるもの
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で,その陽性部分に一致して Kossa氏硝酸銀

汰,岡本氏モ リブデン酸法 も陽性を示し,これ

等の所見は一致 している点からみて,燐酸カル

シュームであることは間違いがない｡ そしてこ

れ等のカルシューム塩の沈着は,腰原線維層と

も関係がなく,叉-マ トキシリン染色とも特に

関係が認められず,第 9図に示すように,メク

クロマジア陽性物質によってのみ取 り囲まれて

いる｡即ち,メタクロマジア陽性物質より成る

袋の中に入ったような感 じで見出される｡

これに反して,対照側には岡本氏モ リブデン

酸法, Kossa氏硝酸銀法,ア リザ リンS法に

よっても,前述の所見は見出されない｡この場

合のメタクロマジア陽性部は, ヒアルロユダ-

ゼ及びペプシンにより消化されず,核の崩壊部

には一致していない｡

第 3節 本章小括

以上の所見から,結核性肺病巣に於いて,多

量の燐酸基が核酸より~放出せられた場合,その

一部は溶解性の燐酸基の形で存在 しているとい

うことが判る｡即ち,本実験にみられるように,

遊離の燐酸基が溶解性の状態で存在する場合が

あることが判明した｡

第 2章 結核性肺病巣内に放ける不溶

解性の燐酸基の検討

遊離の燐酸基の状態を更に究明する目的でシ

ュ-ブを起して間もない人の切除結核肺を用い

て検討を加えた｡これはシュ-ブを起 して間の

ない人の切除結核肺は極めて稀な症例であり,

いろいろ炎症過程の新しい知見が得られるかも

しれないというこ と と, 同時に鯵出性細胞の

核崩壊部附近の燐酸基並びにカルシュームの状

態,存在形式を究明する目的で本実験を試みた

のである｡

第 1節 実験材料並びに実験方法

シュープを起して間のない新鮮な人の切除結

核肺を Serra固定液で固定 し, 型の如 くパラ

フィン包埋 して 4-6fLの連続切片を作成した
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後,この標本を2群に分ち,第 1群は被験例 と

して10%塩化カルシューム溶液を2-3分作用

させて後,十分に蒸溜水にて水洗した後,病理

組織学的並びに組織化学的に検討を加え,第 2

群は対照例 として病理組織学的並びに組織化学

的に検討を加えた｡気管枝周辺部の標本を作成

したのは,肉眼的に特にこの附近に 炎 症 が 強

く,文一炎症反応に於 いて,常に気管枝周辺部が

その中心となる為である｡

第 2節 実験成練

気管枝周辺部を中心 として剥離性肺炎像を呈

し,中には既に壊死に陥入っている像 もみられ

る｡ 第10図は,H.E.染色法による所見で, 多

数の多核白血球 ,大湊出性細胞がみられ,処 々

に核崩壊部が認められる｡

被験例に於いては,鯵出性細胞核崩壊部並び

に壊死部に一致 して,岡本氏モ リブデン酸法で

陽性を呈し,ア リザ リンS法でも陽性で,両法

による陽性部が一致 している為に,燐酸カルシ

ュームの存在が推定 されるわけであるO

これに反し,対照例に於いては,岡本氏モ リ

ブデン酸法で陽性を呈するがア リザ リンS法で

は陰性である｡

第 3節 本章小括

連続切片の隣接せる2つの標本に於いて,岡

本氏モ リブデン酸法では両標本 とも陽 性 を 呈

し,10%塩化カルシュ-ム溶液作用後 の場 合

は,ア リザ リンS法で 陽性 を表すが,無 処 置

の対照例に於いてはア リザ リンS法で陰性であ

る｡

第 3章 外部構造とカルシューム塩との関係

切除結核肺に於いて,我々が認めるカルシュ

-ム塩は,最後に残ったカルシュー ム塩 を み

ている場合が多いということは,既に第 1篇及

び第 2篇の諸実験により明確である｡

周知のように,pH が酸性の場合には,病巣

内のカル シュム塩は溶解する｡ 永続的に存在す

る為には,炎症が周辺 より波及せぬことが必要

である｡ 換言すれば,寺松の所謂外部構造33)の

如きものにより,被包化されることが必要条件
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である｡ この意味に於いて,寺桧の所謂外部構

造33)が極めて重要な因子 としてその役割を示し

て来る｡ そこで著者は,外部構造に就いてほ,

寺桧 33)の考えに従ってカルシューム塩 と外部構

造 との関係を検索した｡

第 1節 実験材料並びに実験方法

人の新鮮な切除結核肺を,肉眼的に十分検討

して後,これを中性ホルマ リン,Carnoy固定

衣,Serra固定液により固定,次いで水洗しカ

ーボワックス或 いはパラフィンにて包埋,2-6

〃 の切片を作成し,これに組織化学 的 検 討 法

として H.E.染色法, Ⅴ.Gieson 染色法,

Mallory染色,格子線維染色,Bielschowsky-

Maresch氏鍍銀線稚染色法, 岡本氏モ リブデ

ン酸法,ア リザ リンS法,Kossa氏硝酸銀法,

スーダン∬及びス-ダンプラックによる指質染

色法,pH4.0の Tルイジンブルーによるメタク

ロマジア染色方法により検索した ｡

第 2節 実験成績

腰原線維層が層状に規則正しく配列し,その

内側にメタクロマジア陽性屑が層状 に認 め ら

れ,脂質陽性層がメタクロジア陽性の内側に,

層状に認 め られ るような寺枚の外部構造が完

成された乾酪巣に於いては,第 1篇第 1葦で既

述 したように,岡本氏モ リブデン酸法,ア リザ リ

ンs活,Kossa氏硝酸銀法は, 一致 した部分

に陽性を呈し,その染色状態は薄 く均一性に雲

繋状に認められる (第 1図参照)｡

但し,外部構造が完成された乾酪巣には,こ

うした形の燐酸 カルシュームの沈着が認められ

るが,勿論陰性の場合も多い｡

外部構造が完成されないか不完全な場合,即

ち,腰原線維層が極めて不規則で,メククロマ

ジア陽性層及び脂質陽性層が部分的か叉は陰性

のような乾酪性病巣に於いては,添田性細胞の

核崩壊部に略々一致して,燐酸カルシューム稀

に炭酸カルシューム,日旨肪酸カルシュームが認

められる｡

次に,腰原線維層,メククロマジア陽性層,脂
質陽性層の個々を取 り上げて検討を 試 み て み

たL,これ等 3着は略 々併行 して存在 し て い る
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為･個/tの李のとカルシユーム塩の沈着には,

直接的関係は特に認められない｡

第 3節 本章小結

カルシューム塩が薄 く雲察状に認められる場

合に於いては,外部構造の完成が必 要 で あ る

が,その逆の場合,即ち外部構造が完成した病

巣に,必 らずLもカルシューム塩の沈着は認め

られない｡

又,渉出性細胞の核崩壊部に一致 して濃 く不

均一性にカルシューム塩が認められる場合に於

いては,外部構造 との関係は特に認めめられな

い｡

叉,外部構造を形成する腰原線維層,メタク

ロマジア陽性層,脂質陽性層の個々とカルシュ

ーム塩 との関係は特に認められない｡

第 4章 綜桔並びに考稜

本篇第 1華の東管枝動脈よりのカルシューム

溶液注入実験は,多 くの極めて重要な問題を含

んでいる.即ち,対照̀側に於いて,燐酸基並び

にカルシュ-ムの染色が陰性であっ た こ とか

ら,対照側に於ける燐酸基は溶解性の形で存在

し,固定,水洗,包埋等の処理中に溶出したと

考えられる｡

カルシュ-ム注入側にみられる燐酸基は,舵

織中に於いてメタクT,マジア陽性の物質により

取 り囲まれた為に溶出せず,10.%塩化カルシュ

ームを注入することにより不溶解性の燐酸カル

シュームと化した為に,固定,水洗,包埋等の

処理中に溶出しなかったのである｡

叉塩化カルシュームと燐酸基の反応速度から

みて,カルシューム溶液注入又は固定包埋によ

り燐酸基の局在性が移動したとは考えられず,

この燐酸基 は メ タ クロマジア陽性物質に取 り

囲まれた部に存在していたものと思われるので

ある｡

核酸に由来する燐酸基は,このような遊離の

燐酸基が音容解性の状態で存在することが前述の

実験より明確にされた｡叉この場合の病巣の性

質上,カルシュームイオンの存在がないとは考

えられない為に,卦然燐酸カルシュームは作成

されているが,炎症が消槌せず,pH が酸性の

京大結研紀要 第7巻 第2号

為に溶解 して流出し,存在 し得ない の で あ ろ

うOこの場合のメタクロマジア陽性物質は,ヒ

アルロユダ-ゼにより消化されず,核崩壊部に

一致せず,ペプシンにより消化され難い為,現

在の処,何に由来するメタクロマジフか不明で

ある｡

第 2葦に於いて詳述したように,シューブを

起 して間のない人の切除結核肺の場合,連続切

片の隣接した2組の模本は,岡本氏モ リブデン

酸法で陽性を呈するが,10%塩化カルシューム

溶液で処置した側(即ち被験例)にのみ,ア リザ

リ-/S染色法により陽性を呈する｡ これはその
部分の憐酸基が標本作成上のいろいろの操作に

も拘らず残存する為に,音容解性の燐酸基のよう

な形ではなく,有機物 と結合したものか或いは

ゲルの状態で存在し,10%塩化カルシューム溶

液を作用させることにより,簡単に燐酸カルシ

ュームと化したことを意味する｡ こうした炎症

の激しい場所に於いては,カルシュームイオン

が重 く存在_しないと考えられないが,恐 らくこ

の場合には,炎症が消槌せず,従ってpHが酸

性の為に,燐酸カルシュームの形での沈着が起

らなかったものと思われる｡

併し,溶解性の酸基は標本処理のいろいろの

操作の間に漏出し,pHが中性となり,その結果

有機の高分子物質 と結合することによって捜存

していた不溶解性の燐酸基が,10.%塩化カルシ

ュ-ム溶液の処理により,燐酸カルシュームを

形成するに到ったものと思われる｡

次に,カルシューム塩沈着と被包化の関係は

極めて重要であるが,併し,その被包化を形成

する個々のもの,即ち,贋原線維層,メククロ

マジア陽性層,脂質陽性層を取 り出してその関

係を追求しても,特にカルシュ-ム塩沈着の間

には直接的な関係は認められない｡それはカル

シューム塩沈着及びその存続には,周囲と或 る

程度隔絶した反応の場の存勧 ミ必要 条 件 で あ

り,その反応の場を形成する為に,被包化が必

要であると考えられるのである｡従ってその被

包化を形成する個々のものと直接の関係がない

のほ当然のことかもしれない｡

緒 論
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著者は,新鮮 な人の切除結核肺の気管枝動脈

より塩化カル シューム溶液を注入し,叉 シュー

ブを起 して間のない人の切除肺を対象 として病

理組織学的並びに組織化学的に検討 し,更に寺

於の外部構造 とカル シューム塩沈着 との関係を
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検索した結果,次の結論を得た｡

1) 核酸に由来する燐酸基は溶解性或 いは不

溶解性の形で存続する場合がある｡

2) カル シューム塩沈着 と被包化形式の個々

のものとは特 に密接 な関係は認 められない｡

第7囲 気管枝動脈より塩化カルシューム注入側 (H.E.染色法)

第 8図 気管枝動脈より塩化
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第10図 シューブを起して間のない切除肺 (H.E.染色法)


